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令和 3 年度 ～ 3 年度 6,361 千円

歳出科目：03.02.02.03.50
千円

6,361 千円

市費
2,158 千円

国費

2,979 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

1,224 千円 ― ― ― 人
― ― 100 人
4 1 ― 箇所
5 5 5 箇所

その他 7 4 ― 件
0 千円 ― ― ― 件

5,306 千円

令和３年度 単位

実績値 128 人
目標値 100 人
実績値 3 箇所
目標値 5 箇所
実績値 5 件
目標値 ― 件

大きい ない
ある

ない
⑧受益者負
担適正化余
地

ない

令和４年度(令和３年度実施事業分)主要事業評価シート 19-6

PDCA 主要事業名 認知症総合支援事業 部課名 福祉部健康課
木村
369

目
標
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目
（
予
算
計
上
時
に
作
成
）

全体事業期間： 全体事業費等：

会計 介護保険事業特別会計

事業内容：
認知症の方とその家族が安心して暮らすことができるよう各種事
業を行う。

問題点・
課題等：

令和２年度はコロナ禍で講座及び講演会を中止しており、新しい
生活様式の中で行える普及啓発の方法を企画する必要がある。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

認知症になっても馴染みの関係を断ち切らず、地域の居場所への参加や適
切なサービスにつなぐことができる。

目標値や目指すべき状態
認知症地域支援推進事業
サポートプログラム参加
者数

実績値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 高齢者福祉

予
算
見
積
書
で
活
用認知症ケアの向上を図るため、地域のネットワークを構築する主要な事業

であるため。財源内訳

総
合
計
画
と
の
関
係
性
と
予
算
根
拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： ―

事業概要等

事業概要：

認知症の方とその家族が安心して暮らすことができるよう認知症
初期集中支援チーム、認知症地域支援推進事業、認知症理解促進
事業、認知症介護家族交流会、認知症カフェ（プラチナカフェ）
補助事業等の各種事業を行う。

事業目的：

認知症になっても馴染みの関係を断ち切らず、地域の居場所への
参加や適切なサービスにつなげ、孤立することなく安心して暮ら
すことができる。

目標値

認知症カフェ設置か所
数

実績値

目標値

初期集中支援チームの
対応件数

実績値

目標値

評
価
項
目
（
決
算
時
に
作
成
）

コロナ禍で閉じた認知症カフェも感染対策しながら少しずつ再開したため、この場を
活用してサポートプログラムを実施したところ目標を超える参加であった。これを
きっかけに支援者や居場所とつなげることができた。

得
ら
れ
た
成
果
と
実
績

値

成果指標

認知症地域支援推進事業サポートプログラム
参加者数

認知症カフェ設置か所数

初期集中支援チームの対応件数

Ｃ

事業の
評価・課題

C

・認知症に関する相談の多くは包括支援センターが対応しており、初期集
中支援チームは困難事例の対応と役割分担したが、今後は後期高齢者の増
加に伴い相談件数の増加も予測される。包括支援センターと初期集中支援
チームの役割分担が適当か、相談から対応までのスキームを再度検証する
必要がある。

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

今後の事業
の方向性

Ｄ
決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無

妥当 ④上位施策への貢献

課
題
の
整
理

⑦コスト
削減余地

Ａ
課
題
解
決
に
向
け
た

今
後
の
方
向
性

主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
で
活
用

観点別評価

必要性 有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

改善推進

・認知症地域支援推進員と認知症カフェが連携したサポートプログラムを継続する。
・認知症カフェは圏域に１つの設置をめざし、コロナ禍で閉じた認知症カフェや介護事業所
の家族会などを把握し、認知症カフェ事業への展開の可能性を検証する。
・包括支援センターや医療機関等での相談から初期対応までの流れを市民目線で検証し、わ
かりやすく相談しやすい体制の充実を進める。


